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資産形成が効率的にできない、あるいは、低い利率での借り入れが困難なために、天候不順や病気どの一時的なショックが、資産の取り崩しや子どもへの教育投資打ち切りなどを引き起こし、人々の暮らしに長期的 負の影響をもたらす。結果として、貧困の罠から抜け出せない。つまりこの金融排除が、慢性的な貧困の一因だといわれてき 。しか 、携帯電話の普及とそれにともなう新たな情報・金融サービスの展開「モバイル革命」が、この状況を劇 に変えつつある。　
こうした急速な環境変化に際し




























に参加するようになり、市場の裾野が広がる。ウガンダのＲｅＰＥＡＴ調査を用いた研究では、ほぼ自給自足的な農業を営んでいた遠隔地の農家が、携帯電話の普及により、市場を通じて傷み易いバナナなどの生鮮 産品をより多く販売する うになったことを示している（参考文献⑧） 。また ケニアの小規模農家が都 スーパーマーケットや輸出用に 果物や菜そして生花などの新しい商品作物の生産に乗り出しているのも、携帯電話による流通業者とのコミュニケーションなしでは成り立たない。　
モバイル・ネットワーク網の拡









































Ｐｅｓａ取扱店に身分証明書を持参すれば、数分で、しかも無料で開設できる。使い方は簡単で、お金の預け入 と引き出しは取扱店（もしくはＡＴＭ、ただし都市部のみ）で行い、送金は携帯電話のＳＩＭカード メモリーに組み込まれている専用 アプリケーションを操作して送金者自身が行う。送金先の電話番号、送金金額、暗証番号を入力するだけで、一瞬で送金できる。預金・送金などの取引が完了すると、直ちに取引完了のメッセージが、取引者の携帯電話に口座の残高情報 共に送られてくる。取 後、瞬時に 記録を確認できるので、取扱店の店員に預金額を誤魔化される心配もない。また、記録が残る で二重金などの送 違いのために発生するトラブルも少ない。さらに口座から現金を引き出すには、取扱店で身分証明書 提出と暗証番号の入力が必要になるので 携帯電話を盗難されたり紛失したりした場合でも、他人に引き出される危険は非常に小さい。長距離を移動する際に盗難 リスクを減らすため、出発の前に現金をＭＭ口座
































でＭＭが活用され始めている。例えば、ケニアやウガンダの学校の多くは、 による学費の納付を受け付けている。これまで、生徒の親は、各学期の前 学校に出向き支払いをするのが一般的であった。初等学校は近場のケースが多いが、中等学校 遠隔地にあるケースも少なくないため、親はＭＭ納付により相当な時間と経費が節約できる。学費を受け取る学校側も、会計業務が大幅に緩和された。
それ以外にも水道・電気などの公共料金もＭＭで支払う人が増えている。　
ＭＭを使用することで、これま
で存在していなかった新たな金融・保険サービスも開発・提供され始めている。例えば、ケニアは、キリモ・サラマ（ ワヒリ語で「安全な農業」という意味）という小規模農家を対象とす 穀物保険の商品が提供されている。保険金の支払い判定に、保険加入者の最寄りの雨量観測所の雨量データを用いる「インデックス型」という新しいタイプ 保険商品で損害調査が必要ないために保険商品一件あたり 提供コストが低い。また、保険金支払いにＭＭが用いられることで、さらにコストを抑えることができ、これまで販売対象となり得なかった 最もリスクに脆弱な小規模農家にも提供できる保険として期待されている。　
銀行とＭＮＯが提携し、ＭＭを







きな影響を与え始めている。これまでの援助のやり方を根本的に変えるかもしれない、全く新し 方法が模索されてい 。例 ば、深刻な天候被害があった地域の住民に対してＭＭを通じ 緊急援助金を分配するというプログラムだ（参考文献②） 。これまでであれば、被災者援助のために支援物資を調達し分配するという方法が一般的に取られていたが、物資の横流しや到着の遅れなどの効率の悪さ、そして、援助物資の流入で地元民業を圧迫して まうクラウド・アウトの問題などが、しばしば指摘されていた。しかし、ＭＭを介して被災した地域の住民に対 て直接支援金を送金することで 援助プログラムの実施コストが大幅に削減される。また、流通業者が
物資を供給するための販売活動が活発になり、クラウド・アウトの問題も発生しない。さらに、被災者が援助金を受け取るために、遠方へ出向き長蛇の列で待つ必要もないため、被災者の身体的そして精神的な負担も軽減される。また、それぞれの受取人がそれぞれの事情に応じて欲しい物資が購入できるというメリットもある。まだまだ試験的 運用さ て るプログラムであり、問題点がない訳ではないが、潜在 な便益は非常に大きいように思える。　
まだまだ深刻な貧困問題を抱え
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